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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行に伴い、経

済活動は活発となり景気は穏やかに回復しているものの、世界の経済・物価動向による金融引締めや為替市場の動

向等の影響など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

建設業界におきましては、民間企業の建設投資は引き続き堅調に回復していますが、全国的に大規模物件の開発

が増加していることから、資材価格や労務費が非常に高騰しており、収益性の低下が懸念されます。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、新規顧客の獲得に努め、兵庫県や岡山県において、大規

模な工事案件の受注を獲得しました。

以上の結果、当社グループの業績につきましては、売上高はほぼ計画通りに推移し前年同期比0.4％増の23,697

百万円となりました。

しかしながら、利益につきましては、前第３四半期に大規模太陽光発電所工事の工期の遅れにより太陽光パネル

等の原材料価格が大幅に高騰したことや工法の変更に伴い工事損失引当金に計上していたこと等から、営業利益は

前年同期比17.7％増の1,085百万円、経常利益は前年同期比10.0％増の1,091百万円、親会社株主に帰属する四半期

純利益は前年同期比15.0％増の667百万円となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

＜建設事業＞

建設事業セグメントに関しましては、受注は好調に推移しておりますが、着工は来期以降であり当第３四半期に

おいて業績には寄与せず、売上高は前年同期比15.0％減の8,655百万円、営業利益は前年同期比9.1％減の542百万

円となりました。

＜設備事業＞

設備事業セグメントに関しましては、当社において施工していた大規模太陽光発電所工事の進捗等により、売上

高は前年同期比94.4％増の5,084百万円となりました。しかしながら、本物件については原材料価格の大幅な高騰

や工法の変更等の影響により収益の確保が難しく、営業損失107百万円（前年同期は営業損失426百万円）となりま

した。

＜住宅事業＞

住宅事業セグメントに関しましては、引渡棟数の減少に伴い、売上高は前年同期比9.4％減の8,152百万円、営業

利益は前年同期比47.1％減の101百万円となりました。

＜不動産賃貸事業＞

不動産賃貸事業セグメントに関しましては、売上高は前年同期比2.1％減の1,191百万円となりました。利益につ

きましては、販売用土地の売却に伴う収入が減少し収益性が低かったことから、営業利益は前年同期比11.2％減の

326百万円となりました。

＜その他事業＞

その他事業セグメントに関しましては、売上高は前年同期比2.3％増の614百万円となりました。利益につきまし

ては、時の経過により減価償却費が減少したことや、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行し飲食による

利益が増加したことから、営業利益は前年同期比16.0％増の219百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、工事代金の回収等により受取手形・完成工事未収入金等が

減少したこと等により、30,344百万円（前連結会計年度末は30,998百万円）となりました。

負債につきましては、当社において工事進捗に伴い未成工事受入金が減少したこと等により、13,149百万円（前

連結会計年度末は14,386百万円）となりました。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加等により17,195百万円（前

連結会計年度末は16,612百万円）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2023年２月14日の「2022年12月期 決算短信」で公表いたしました通期の業績予想を

修正しております。詳細については本日（2023年10月30日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照

ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,847,253 2,213,619

受取手形・完成工事未収入金等 4,833,681 3,912,233

棚卸資産 5,656,948 6,792,996

預け金 46,265 61,034

その他 433,622 457,326

貸倒引当金 △3,389 △2,780

流動資産合計 13,814,383 13,434,428

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,195,923 4,094,904

機械・運搬具（純額） 1,259,605 1,125,926

工具器具・備品（純額） 725,339 733,128

土地 9,213,573 9,213,573

リース資産（純額） 115,367 86,310

建設仮勘定 32,151 13

有形固定資産合計 15,541,961 15,253,856

無形固定資産

リース資産 63,836 52,174

その他 18,260 18,365

無形固定資産合計 82,096 70,540

投資その他の資産

投資有価証券 588,430 622,587

繰延税金資産 534,522 516,879

その他 447,056 456,180

貸倒引当金 △9,747 △9,747

投資その他の資産合計 1,560,261 1,585,901

固定資産合計 17,184,320 16,910,298

資産合計 30,998,703 30,344,727

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,676,953 1,765,501

短期借入金 1,749,000 3,900,000

１年内償還予定の社債 300,000 －

１年内返済予定の長期借入金 874,363 680,449

リース債務 58,968 56,868

未払法人税等 272,726 94,232

未成工事受入金 3,945,527 1,428,273

賞与引当金 166,324 340,777

役員賞与引当金 550 －

完成工事補償引当金 7,600 8,400

工事損失引当金 172,793 15,261

資産除去債務 39,000 36,500

その他 987,359 811,183

流動負債合計 11,251,166 9,137,446

固定負債

社債 － 300,000

長期借入金 1,500,716 2,073,308

リース債務 124,569 84,971

退職給付に係る負債 743,858 769,754

役員退職慰労引当金 122,832 140,259

資産除去債務 281,631 282,354

その他 361,661 361,227

固定負債合計 3,135,268 4,011,875

負債合計 14,386,434 13,149,322

純資産の部

株主資本

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 13,191,210 13,661,883

自己株式 △110,378 △110,529

株主資本合計 14,551,472 15,021,994

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 58,570 93,486

退職給付に係る調整累計額 2,045 2,141

その他の包括利益累計額合計 60,615 95,628

非支配株主持分 2,000,181 2,077,781

純資産合計 16,612,269 17,195,404

負債純資産合計 30,998,703 30,344,727
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年９月30日)

売上高 23,604,016 23,697,269

売上原価 19,146,247 19,194,420

売上総利益 4,457,769 4,502,849

販売費及び一般管理費 3,535,013 3,416,895

営業利益 922,755 1,085,953

営業外収益

受取利息 5,485 4,899

受取配当金 5,050 5,091

持分法による投資利益 7,551 6,832

貸倒引当金戻入額 23,434 608

その他 46,263 12,773

営業外収益合計 87,786 30,205

営業外費用

支払利息 16,525 17,985

その他 2,393 7,068

営業外費用合計 18,919 25,054

経常利益 991,622 1,091,105

特別利益

固定資産売却益 69,161 －

投資有価証券売却益 8,044 14,785

特別利益合計 77,205 14,785

特別損失

固定資産売却損 952 －

固定資産除却損 8,181 1,823

特別損失合計 9,134 1,823

税金等調整前四半期純利益 1,059,693 1,104,066

法人税等 348,790 350,356

四半期純利益 710,903 753,710

非支配株主に帰属する四半期純利益 130,766 86,266

親会社株主に帰属する四半期純利益 580,136 667,443

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年９月30日)

四半期純利益 710,903 753,710

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14,836 34,915

退職給付に係る調整額 1,308 96

その他の包括利益合計 16,144 35,012

四半期包括利益 727,048 788,722

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 596,281 702,455

非支配株主に係る四半期包括利益 130,766 86,266

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。

なお、当該会計方針の変更が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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